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2008.1.26　地区コミッショナー会議

部門別研究ボーイスカウト部門作成
隊活動アンケート（2007.9月末実施）から見えてくること

　まず最初にお忙しい中，アンケートにご協力いただいた県内各隊長にお礼申し上げます。アンケートにもご批判がございましたが，これまでこのような調査を日本連盟は数多く実施してきましたが，その結果を直接協力いただいた隊長に戻すことはまずありませんでした。情報は一方通行で日本連盟に流れ，日常の隊活動や指導に苦慮している現場の隊長のもとにその解決のアドバイスやヒントが伝わってきませんでした。

　茨城県連盟では吉田前県連盟コミッショナーの就任以来，各部門ごとにまずコミッショナーがその部門の隊長への助言や支援ができるよう自己研鑽をしようということで，部門別の研究を重ねてきました。ボーイスカウト部門では特に「ちかい」と「おきて」の実践，班制度・進歩制度の効果的運用について重点的に学んでまいりました。
　このアンケートはそうした積み重ねをもとに，現在ボーイスカウト隊および隊指導者が抱えている様々な問題を分析し，隊指導者はどのように助言や支援を求めているのか，そしてそれはコミッショナーとして支援可能か，可能とすればどのように支援するかを検討するため実施しました。ボーイスカウト隊のある県内57個団より43個団から回答をいただきました。回答率は75.4％になります。ご協力ありがとうございました。コミッショナーグループとしての分析と今後の施策について検討した結果をご報告させていただきます。ご覧いただき，さらなるご意見を頂戴いたしたく，お願い申し上げます。

Ⅰ．アンケートの分析
１．集計表よりわかること

・隊長43名のうちスカウト経験がある隊長は16名，38.1％にすぎない。また，20代・30代の隊長は7名で全員スカウト経験がある。40代になると18名中スカウト経験者は6名となり保護者からリーダーとなった方の割合が圧倒的に高くなる。これまでボーイ隊長はスカウト経験者が多いと思い込んでいたがそうではないことがはっきりした。（年齢は個人情報のため集計表には掲載していない）
・研修所の修了年を見ると平成10年以降の修了者が28名，66.7％と全体の１／３を占めている。近年の研修所では，「成人の教育」という視点が強調され体験を通した実習が極端に少なくなってきている。子供のころの班活動の経験もなく，実体験での研修もないという状態で，思春期のスカウトの指導に直面する指導者の悩みがうかがえる。
・ボーイ課程の実修所修了者は7名。実修所が隊長の上級コースと言われながら，多くの隊長に参加する余裕がないことがアンケートの記述からわかる。
・隊のスカウト数も6名ずつ2個班が組める12名未満の隊が23個隊，53.5％と半数を超えている。12名未満でも班対抗をするため2個班としている隊がある一方で，10名を超えていても1個班としている隊もある。欠席者が多いためとの対策と思われる。1個班編成の隊は16個隊，37.2％にのぼっている。
・指導者の数については一見充足しているようだが，実際には足らずに各隊とも苦労していることが記述式の回答からわかる。登録上はいるが実際には仕事などの関係で出てこない，参加を依頼しづらいなどの記述があった。また，女子スカウトのいる隊で女性指導者がいない隊が5個隊あり，改善が望まれる。上級班長をおいている隊は14個隊と33.3％にすぎない。
・隊集会，班集会，グリーンバー会議（訓練も含む）の開催は隊によって差があり，定期的に実施できている隊とそうでない隊がみられる。特に班集会を実施していない隊は7個隊，グリーンバー会議は6個隊で実施されていない。スカウトのニーズをどう活動に取り入れていくか，アンケートに出ている他の隊の例を参考にしてもらいたい。
・上進率についてはデータとしてあまり役に立たない。数字上は100％も多いが，上進する年齢のスカウトが少なく，1名だと0か100，2名だと0か50か100となり統計上あまり意味をなさない。
・会議等への出席状況では，出席が要求される団会議への出席状況は良いが，地区ラウンドテーブル，定型外訓練となるに従って出席率が低下してくる。地区ラウンドテーブルへの出席は隊長としての「責務」であることを自覚していただきたい。定型外訓練は「いつあるか団から知らされなかった」という回答も多く，情報の伝達について改善策を講じなければならない。地区協議会については「メンバーでないので出席しない」という回答が多いのには驚いた。隊長は地区協議会の正式なメンバーであり，出席の義務があるのを知らないのは地区役員の責任であろう。

　２．記述からわかること
　　・「ちかいとおきての実践」については，多くの隊長がしっかりと理解した上で指導していただいているのがわかる。いろいろな場面を利用して指導している様子がその回答からうかがえる。「ちかいとおきての実践」なくしてスカウト運動はないので，ぜひ他の隊の事例をよく学んでいただき，活用してもらいたい。また，何人かの方が述べられていたが，隊指導者がその姿によって示すことも大切と考えている。
　　・班制度の役割と重要性は理解しているものの，いろいろな制約で実行できず悩んでいる隊長の姿が語られている。部活動との両立は困難で，スカウトは部活動かスカウト活動かの選択をせまられているのが現状だろう。「スカウト活動」と割り切ったスカウトは問題ないが，両方やりたいと考えているスカウトがやりくりしながら隊活動に参加できるような配慮や工夫が必要だろう。（コミッショナーとして無責任と言われるかもしれないが）万能の処方箋はなく，他隊の事例をよく調べて自分の隊にあったやり方を探すしかない。今後このアンケート集計結果をもとに，地区ラウンドテーブル等で研究してもらうよう担当副コミッショナーに依頼している。
　　・最近の子供たちの変化として，「バッジをいっぱいとってやろう」「バッジをつけていることが誇らしい」という感情が薄れてきているのは事実だろう。学校でも「そこそこのレベルの大学（高校）にいければいい」「努力しないで（推薦入試で）進学したい」という生徒が過半数を占めているのが現状である。従来の全部修得しないと進級しないシステムから，自分の興味あるターゲットバッジを取っていくと進級できるシステムに移行したため，指導はしやすくはなっているが，スカウトたちの意欲をどう喚起するかは隊長の手腕と言わざるを得ないだろう。適切な時期に適切な課題を与え，できたことを時を逃さず認めてやる。単純なようでなかなか難しいことだが，それを実践していくことが大切だと言える。

　　・「日日の善行」運動の推進は本県連盟の重点目標ですが，あまり強くは意識されていないことがわかる。また「一日一善」と混同されている隊長もみうけられる。「日日の善行」はＢ-Ｐの言った「Daily Good Turn」からきている。Ｂ-Ｐは，スカウト運動の４本柱の一つである「奉仕」を通常使われる「Service」ではなく，「Daily　Good　Turn.」であると述べている。「Turn」とは「おかえし」という意味で，私たちが生きていく上で，日々受けているさまざまな助けに感謝して「Daily（毎日）」「Good　Turn（よいお返し）」をしようという意味を込めてこの言葉をつくったと言われている。それが，ボーイスカウトのスローガンである「日日の善行」となっている。このことについては，地区コミッショナーを通じて再度徹底を図りたい。
　　・「隊長が抱えている問題」では，実に様々な問題に隊長が直面していることがわかる。部活動との両立が困難なこと，中学生になると参加率が悪くなること，上級生の不在で班活動が思うようにできないこと，指導者が不足していること，プログラム立案に苦労していること，スキルを伸ばしたいが時間がとれないこと，団や地区の人間関係で悩んでいること。すべてに対して即効性のある解決方法を提示することはできないが，県連盟として，地区として，できることからサポートして隊長の悩みを解決できるよう努力したい。具体的な施策については次の「Ⅲ．県連盟・地区におけるコミッショナーの取組み」に述べる。
Ⅱ．県連盟・地区におけるコミッショナーの取組み

１．指導者訓練や研修の場を見直すこと
　　すでに日本連盟では，従来の３泊４日型のウッドバッジ研修所にかわる新しい訓練体系の検討を始めている。日数の短縮も含めて，社会人が参加しやすい訓練体系の構築がなされるだろう。
　　県連盟としてはそれを待つのではなく，県連盟として今何ができるのかを考えたい。例えば，Ⅰの１で述べたように隊長にスカウトの経験がなく，かつ研修所でも体験が少ないとしたらどうすべきか。その答えが１月に実施する指導者のつどいである。体験型の研修を増やし，隊指導者に体で感じ，覚えてもらう。そういう研修を増やすことを検討していきたい。今後は，指導者の集いのような体験型の研修を身近な地区あるいはエリアで開催できないか検討していく。

２．隊指導者の交流促進
　　アンケートにも多くの方が書かれているが，他の隊はどのような活動をしているのか，どのような工夫をしているのかを知りたいという意見がある。例えば学校の教師なら，初めて教壇に立つ時には，最初に他の教師の授業を見てよく研究し，それを自分に当てはめて工夫しながら組み立てていく。ところが，ボーイスカウトの場合は，研修所を出るとすぐに隊長に任命され，わずか４日間学んだことの「完璧な」実践を要求される。多くの指導者が「これでいいのか」という疑問を持ちながら指導しているのが現状だろう。学校のようにある隊の隊集会を，多くの指導者が観察に出向くなどということは現実的でないし，観察されるスカウトに対する問題もある。しかし，数個隊で合同の活動を年に何回か実施し，合同隊の隊長役・副長役・上級班長を交互にやりながら指導法を研修することは可能ではないか。はじめは近隣の隊どうしで始め，次第に地区を超えて実施できるようになればどうだろうか。地区のボーイ担当コミッショナーを中心に，そうした活動を実現できるように進めていきたい。
３．隊指導者への情報や資料の提供
　　コミッショナーグループで，この３年間（もうすぐ４年間）にいろいろと研究し蓄積してきたことや，先輩指導者が積み上げてきた資料を，いかに隊指導者に提供していくか。基本は身近な地区のラウンドテーブルの活用だろう。ラウンドテーブルが日本連盟・県連盟からの検討事項の協議の場ではなく，指導者の本当の研修の場になるよう地区コミッショナーグループを中心に検討していく。また，同時進行でホームページなどみんなが欲しい時に利用できるスペースの活用も図っていかなければならない。

　　進歩制度に関しては，長く「進歩制度の手引き」の改訂が手つかずできたが，早急にまとめあげて発行するよう努力する。

４．組織の活性化－上下に風通しのいい組織へ－
　　組織の問題はアンケートでもいろいろと指摘されている。適正規模の地区への再編成も含めて，県連盟として考えていかなければならない課題も多い。アンケートに書かれた批判を真摯に受け止め，スカウト（子供たち）のための組織へと生まれ変わらなければならないだろう。コミッショナーとしてできること，運営側で検討してもらうこと，その双方で検討すべきこと，いろいろな意見を自由に言え柔軟に改革していく組織へと改革しなければと考えている。
Ⅲ．アンケート集計結果

　　※このアンケートは隊長の参考になるよう，基本的には原文のまま（一部字句の修正等はしています）掲載してあります。また，プログラム立案については隊長が他の隊長にアドバイスをもらえるよう団名も入れてあります。書かれた内容，立場によっては御不快に感じる方もいらっしゃるかもしれませんが，苦労されている隊長の声をお汲み取りいただき，ご容赦ください。
１．各隊の現状（別紙Ａ３資料参照：アンケート設問１，２，４より集計，年プロ・隊集会プロの作成方法：設問２－①②より集計）
　①年間プログラムの作成方法
　　・スカウトの部活動や学校行事に合わせた日程でのプログラム（日立１）
　　・班会議で各班から希望を出してもらい，ＧＢ会議で提出し，リーダー会議で調整する。その後，団の総会で承認してもらう。（日立５）

　　・夏季キャンプ終了後，各スカウトが活動に対して年間総括（評価）を実施し，次年度の活動項目の希望を確認する（アンケート方式）。指導者が要望を整理し，ＧＢ会議で意見を確認し肉付けする。（日立６）

　　・スカウトのニーズ，キャンプ・ハイクを中心にスカウト技能の取得，進級・上進を考慮しバッジの取得（日立７）

　　・年度最初の班集会で班毎に「やりたいこと」を抽出し，それを元に班長会議で各月のプログラムを決定する。（日立８）
　　・指導者間で作成（北茨城１）

　　・前年度を参考に。（高萩１）

　　・活動年度末の班集会とＧＢ会議にて，次年度の活動内容についての希望を収集。→ＧＢと共に隊長が次年度活動日程を作成し，希望を組み込んだ活動原案を作成。→活動原案を基に，指導者側の指導計画を反映した…追加･修正を加えて｢年間プログラム｣を完成。→新年度スタート時のＧＢ会議において確認･決定し，班集会(隊集会)にて発表･配布。（常陸太田２）

　　・指導者が団行事・隊合同プログラムの日程を入れ，仮の予定で集会の日程を決める。（水戸１）

　　・日本連盟で作成した３ヵ年モデルに当てはめて活動して，その最終年になった。テーマと隊集会のプログラムについてはグリーンバー会議にて決めている。（水戸２）

　　・一年間に新入隊員を迎えてのプログラム，夏キャンプのプログラムなどの柱を８つたてて，具体策を提案し希望を取って作っている。（水戸５）

　　・スカウトの希望を確認し，未修得進歩を加味すると共に，他団のプログラム等を参考にして，カブ隊長とも日程等を相談しながら計画（宗教団で対象スカウトが県内広域のためカブ隊と共に集合する必要があるため）。（水戸７）
　　・スカウトの希望を元に，進歩課程と合わせて作成している。（水戸８）

　　・隊長が一人で全般を考えて作成しているのが実情であった。今年度10月から活動はスタートしているが，これから班長会議を行い，グリーンバーの意見・要望も取り入れながら年間プログラムを作成する。（ひたちなか1）

　　・スカウトのニーズを列記し，いつ実行できるか？　指導者間で練る。季節なども調整する。（ひたちなか２）

　　・隊長が主体で作成。前月の隊集会やＧＢ会議でスカウトの意見を聞き計画を調整している。（那珂３）

　　・班集会で前年度の年プロ・月間プロを見返しつつ，もう一度やりたいもの，今年度初めてやってみたいものを挙げてもらい，班長と隊指導者で組み上げていく。（城里１）

　　・隊指導者の話し合いのもと，隊長判断で大まかなスケジュールの作成。（下館３）

　　・スカウトの進級やニーズを参考に，また団や地区・県の行事などを考慮しながら年間プログラムを作成し，展開していくに従って修正を加えながら実施している。（笠間１）

　　・今年度より班活動を重視して，子供達のニーズに合せたプログラムを作成中（岩瀬１）

　　・班ごとに，実施したいプログラムを話し合い，それも基に，リーダーと共に年間プログラム（案）を作成する。その後，リーダー会議において決定する。（結城１）

　　・スカウトから６～８月頃，来年の希望を取り，７，８月でリーダーが原案をつくる。その後，スカウトのＧＢ会議で話し合い，８月末頃までに決定する。その間，ＢＶＳ，ＣＳ，団委員と打ち合わせを行い，すり合わせをしておく。（つくば１）

　　・６月頃から班集会でスカウトが来期やりたいことを話し合い，団行事・地区行事・県連行事を入れて作成している。（つくば３）

　　・スカウトの希望とレベルに合わせて作成。（石岡１）

　　・年末にスカウトが話し合って大体の形を作り，あとはリーダーがより具体的に決める。（神栖１）

　　・グリンバーを中心に前年度の評価・反省を踏まえ基本を作成して，隊全体会議(上進スカウト含む)にはかり決定する。（土浦２）

　　・スカウトのニーズの収集→活動評価・素案作成（ＧＢ会議）→決定（リーダー会議）。（土浦３）

　　・スカウトのアンケートを参考に隊長が作成する。（土浦５）

　　・基本計画をリーダーが作成し，スカウトの意見を取り込み詳細を決める。（土浦６）
　　・スカウトたちから，やってみたい/やりたいプログラムとやりたくないプログラムを期末に聞き取りを行い，リーダーで，ボーイ隊にマッチしているプログラムを拾い出し，プログラム案を作成し，団内でプログラム調整を行って決定している。（牛久１）
　　・スカウトの意見（ニーズ）を聞いて，班長会議にて決定。（牛久２）

　　・ターゲットバッジ取得のためのプログラムおよび野営章，炊事章などの技能章取得につなげることを意識して作成しています。（牛久４）

　　・班会議で意見を出し合ってからリーダーと話し合う。（稲敷１）

　　・地区行事，団行事をくみ，その上で季節ごとのプログラムを作っている。（利根１）

　　・班長会議による各班のニーズを取り入れ隊長が作成（取手２）

　　・年度第１回目の活動で年間のテーマを決め，それにそってやりたいことを挙げてもらう。それからリーダー主導で取捨選択をし，一応の年間計画を決める。半日で決めるため，スカウト同士でも，リーダーとも話し合ってにつめる時間がない。リーダー主導でほぼ，例年通りに持って行っている。（取手３）

　　・スカウト達が話し合いの上，要望を提出します。（優先順位をつけて）。要望のうち，対応の可否（人・物・金・安全性・県／地区／団行事との兼ね合い・ターゲットとの関連性・進級要件との兼ね合いなど）を指導者で考慮し，決定します。（藤代２）

　　・まず，隊長が以下に留意しながら組みます。スカウトハンドブックの進歩を考慮して，キャンプ，ハイキングを数回入れ，その前週に班集会，グリーンバー会議を間催し，計画・実施・評価反省の流れになるように組んでいます。また，その他の履修科目も考慮して，隊集会，班集会にはめ込んでいます。これをたたき台として，副長を交え検討します。これら指導者側で作成した年間プログラムを，プログラム年度当初にグリーンバー会議の中で周知させています。（守谷１）

　　・昨年のプログラムと原隊，上級スカウトの意見を聞き。（龍ヶ崎１）
・年間イベントに合わせて隊集会を行う。（水海道１）
　　
　②隊集会プログラムの作成方法

　　・スカウトが集合できる時間帯で隊集会を行っている（日立１）
　　・年間プログラムに基づき，リーダー会議で打ち合わせて作成する。ただ，地区や県連から要請のあった行事に隊集会として参加することも多く，スカウトの希望に合っているかどうかはわからない。（日立５）
　　・個人の進歩に配慮し，選択課目が取り込めるように指導者が判断し作成している。

　　・班長と班長会議で内容を決める。スカウトのニーズを取り入れる。（日立７）

　　・今まではすべてのプログラムに対して指導者側で計画の立案から詳細決定まで行っていた。今年から，班集会で計画案を作成し，班長会議で具体的内容を決めていくことにする予定。（日立８）
　　・指導者間で作成（北茨城１）

　　・前年度を参考にして。（高萩１）

　　・年間プログラムに基づいて，時間配分・指導計画の実行・スカウトのウオンツ(発見･楽しい)の３要件に配慮した内容を盛り込んで，隊長が「集会プログラム｣を作っています。（常陸太田２）

　　・集まって話し合いができないため，指導者が中心に決める。（水戸１）

　　・グリーンバー会議では，ルールを決め，そのルールに従って班で会議を持ち，隊集会にそなえる。プログラムはグリーンバー。味付けを指導者が行う。（水戸２）

　　・班員の総意をくみ取り，何をやりたいか常に聞くようにグリーンバーにアドバイスを出し，何らかの決定に沿って，そのプログラムを具体的でないところを実行可能なように指導者が装飾することにより興味深いものとしている。時間的ことは指導者の都合が優先されることになる。（水戸５）
　　・年間計画に基づき，未修得または再訓練が必要な項目を盛り込むようにしているが，キャンプ等についてはスカウトに基本を組み立てさせてそれを補完するようにしている。（水戸７）

　　・年間プログラムを元に，テーマに合わせて作成している。（水戸８）

　　・隊長が年間プログラムから月別に隊集会プログラムを作成している。今後は副長へ役割分担し，隊集会プログラムの作成も行ってもらうようにする。（ひたちなか１）
　　・班が少ないですが，1つ1つがゲームのように楽しみながら体験できるプログラムの作成，１つのプログラムをいろいろな方法で行う。（ひたちなか２）

　　・前月にＧＢ会議ができた時には隊長とＧＢが話し合って作成。できなかった時には隊長が作成。（那珂３）

　　・班長と相談しながら隊長が組んでいく（上班がいたときには上班が組み，隊長・副長が助言していた）。（城里１）

　　・班集会で決めたことの実施（下館３）

　　・スカウトのニーズを聞き出し，年間プログラムに沿った形で作成している。（笠間１）
　　・現在勉強中です。（岩瀬１）

　　・グリーンバー会議において，実施内容等を検討し，それを基に，隊長が作成する。（結城１）

　　・年プロ作成時に，各月の当番スカウト班とリーダーを決め，その担当者が作成する。（つくば１）
　　・年間プログラムを基に月間プログラムを作り，スカウト・リーダー・保護者のニーズを入れて作っている。（つくば３）
　　・隊長が決める。（神栖１）

　　・年中プログラムを細分化して，隊指導者・グリンバーにより大枠を作成する。安全管理等については，隊指導者により随時綿密な下見・打合せを行い実施している。（土浦２）

　　・素案作成（隊長）→プログラム案作成（隊長・担当副長）→決定（リーダー会議，プログラムによってはＧＢ会議）。（土浦３）

　　・スキー，キャンプ，登山，ハイキング等のプログラムの素案・下見は団委員が補助で作成する。（土浦５）

　　・スカウトの意見を取り込みはするが，基本的にはリーダーが作成する。（土浦６）
　　・隊長がメインになって，年間プログラムから，隊集会プログラムの計画作成を行っている。計画作成前に，リーダー会議にて，２ヶ月先程度プログラムについて話し合いも行っている。（牛久１）
　　・年間プログラムを基に，班長会議にて作成。（牛久２）
　　・楽しみがあることを意識しながら（例えばターゲットバッジ：たき火なら，何か焼いて食べることを入れる，など。）作っています。（牛久４）

　　・リーダー会議，班長会議で話し合ってから担当副長が作成している。（稲敷１）

　　・隊長が月間プログラムに基づき隊長が作成（取手２）

　　・特に隊集会プログラムと意識したものは，作っていない。班集会がなりたたないため，常に隊集会イコール班集会になっている。全体の活動時間が少ないため，常に訓練が先行し，隊集会において，班集会の成果をみんなで評価しあうような場面になり難い。（取手３）

　　・年間プログラムで設定したテーマ・履修ターゲットに鉛って作成しています。基本的に課題提示　→　班会議　→　展開　→　履修ターゲットの認定　という流れになるよう作成しています。テーマに対して班会議までで一回区切り，展開からターゲット認定までを内容（重さ・連続性）を考慮して１集会であたりの活動内容を決めています。（藤代２）

　　・隊長が作成します。集合した後の開会式，解散前の閉会式には，必ず「おきての唱和」を入れるようにします。また，セレモニーは，当番班を決め，その班で役割を決め，すすめるようにします。（守谷１）

　　・隊長，副長が基本プログラムを作り，上級スカウトが進行役となりプログラムを考える。（龍ヶ崎１）
　　・年間イベントとスカウトの希望。（水海道１）
３．次のことについてどう考えているか。またはどう指導しているか。

　①「ちかいとおきて」

　　・難しいことは考えずに，人としてやってはいけないこと，学校生活を楽しく過ごせるように考えて生活するよう言っている。
　　・自分が生きていく上で常に意識して，実践していくべきものと思う。スカウトにもそうしてもらえるよう，隊長の話の中で，あるいは自らが手本となるようしていきたい。

　　・「ちかい」は，自分以外の第三者と約束するものではなく，自分自身が自分の内なるこころと交わした約束（神と国へのつとめ，他の人々へのつとめ，自分へのつとめ）であり，その信念を簡単に破ることができない大事なもの。「おきて」は「ちかい」を実現するための方法（行為）を示すものである。「おきて」の８項は普段の生活の中で既に行っているものであり，普段の生活のどのような行為・行動が「おきて」の何に該当するのか気づかせること。

　　・集会前後にスカウツオウンの実施。スカウト自身が常日頃から「ちかいとおきて」について考えるようにしている。

　　・スカウトの年齢や進歩のレベルに適した内容で理解させることと考えている。日常生活の中での行動が「ちかいとおきて」に結びついており，「ちかいとおきて」の実践とは何か特別なことをするわけではない，ということに気付かせるようにしている。

　　・活動，毎日の生活の中で「ちかい」「おきて」を基盤として行動し，実行できるよう心がけている。その行動を活動を通してスカウトに見てもらう。

　　・スカウト活動のみならず，普段の生活でも当たり前のことなのですが，「ちかいとおきて」を考えながら行動しているかどうかはあまり聞いていない。上進してきたスカウトには，一人ずつ面談をして「ちかいとおきて」について話をしている。

　　・ちかいは，１度たてたらスカウトの制服を着ている・いないに拘らず一生守っていくもの。おきては日々の行動において，物事を判断する心のものさしとなるから，いつも心におくように。以上のように指導しています。
　　・常日頃のスカウト活動の中での人と人との関係で培われるものと思っている。また，スカウト自身にその活動の中で気づいてもらいたいと考え，集会の始まり・終わりのセレモニーの中で，隊長の話の中で「ちかいとおきて」に関するような話をし，またスカウト自身が自らの心を開く，自らの心に気付く訓練としてスカウトが皆の前で発言する場を作っている。

　　・元々，ＭＯＡが母体となっており，青少年の育成にあたっては，ＭＯＡの創始者岡田茂吉師の思想・哲学とボーイスカウトの考え方及び「ちかいとおきて」は共通するものがあることから子供達（後継者）を育てていくうえでボーイスカウトのシステムを取り入れることとして発団している。したがって，人を幸せにすること，人のために尽くすことを根幹とした指導をしている。
　　・日常生活の中で実践できるよう，常に意識させている。

　　・ボーイスカウト活動の原点であり，模範となるように努力をしている。活動の中に，「ちかいとおきて」を取り込んだ隊集会にしたいと考えている。スカウツオウンなどの道徳的，信仰心的要素を集会の最後に取り入れていく。
　　・「ちかい」と「おきて」は普段の生活にあることだと伝えている。私であれば家庭であり社会であり，スカウトであれば家庭であり学校であり社会であると。スカウトハンドブックの中に「おきて」を書き込む欄は，毎年１回必ず記入してもらい，昨年と一昨年と今年度の違いについてスカウトと語る。

　　・入隊時スカウト達と話し合い，ちかいとおきての意味やどのように実践できるかを一緒に考える。活動（生活）の中で意識させずにちかいとおきてが実行出来る様な活動を心がけている。

　　・善いと思うこと，マナーなどをあげることからはじめて，それが考えていくと「神へのつとめ」「他へのつとめ」「自分へのつとめ」につながっていることを一緒に検討していく。その上で，そのつとめを果たすのに，おきては良い手かがり，手段になることを活動の中で感じられるようにしている。

　　・月ごとにテーマを決めて，おきての実践。また，指導者がその方向にもって行くような方向付け。

　　・活動の中でちかいやおきての実践を取りいれ，ちかいやおきてについて考える時間を持たせ意識させるだけでなく，活動の中で自然に身に付くよう心がけている。
　　・ボーイ（小学生のスカウト）にとってちかいとおきての意味はわからないと思います。いきなりおきて・ちかいを指導するのではなく活動の中で自然におきて・ちかいができるというようにしていきたいです。
　　・スカウトとして，制服を着ている時だけでなく，家庭生活や学校生活でも実践できるように指導している。
　　・まだスカウトが周知していないので，隊集会毎に指導したいと思います。
　　・入隊時に個人個人と話をして確認する。昇級時に個人個人と話をして確認する。各活動時においても，意味付けと実行を確認する。まずは，自分の怖を鍛える→自分の体が健康であって初めて他の人への思いやりが生まれる。→ちかいとおきての実践。
　　・「ちかい」は，神へのつとめ　他へのつとめ　自分へのつとめを行うことで，それを実行する為「おきて」がある。「おきて」をすべて行うことは，難しいことだが，行動の指針として，努力する姿勢が大事である。「おきて」を沢山，実行できている人＝幸せな人生を送れる人。
　　・スカウトのあるべき姿を言葉にしたもので，目標として達成する努力をするもの。日常の活動ではたとえ話などを使い指導している。

　　・まず入隊時の歓迎キャンプで，スカウトハンドブックを参考に説明する。そのあとは，その都度プログラムに応じた場面で的確に実践する。

　　・ほとんど指導していないのが現状である。強いて言えば進級するために必要だから覚えるように仕向けている。

　　・制服を着用している時だけではなく，生活していく中で常に心がけ最低限実践していかなければならないことだと指導している。　
　　・ボーイスカウトの活動すべてが，「ちかいとおきて」を基準に組み立てられていることをスカウトたちに常々指導を行っている。閉会セレモニーのときに本日の活動と「ちかいとおきて」を関係付け総括として話を行うようにしている。スカウが良い事を行なった時，善くない事を行った時など，褒めたり，注意を行うときに「ちかいとおきて」に関連付け指導を行っている。
・上進したすぐの頃に各新人スカウトと個々面接をして「ちかい」と「おきて」について話し合う。　　　　初級・２級・１級・菊の各進級時に，「ちかい」と「おきて」の実践について話し合いその結果を作文にして提出させている。
・「ちかいとおきて」は今世の中で薄れつつある「倫理観」と考えています。ボーイスカウトの訓練は何のためにやるか，ということを集会の始めまたは終わりの時間に話をするよう心がけています。
・社会生活をする上では基本となることでもあるので，学校生活や家庭生活等も踏まえて日常生活の中での具体的な事柄を話しながら，身近なことで実感できるように指導している。入隊時，上進前，上進後などには作文にして表現させている。
・自分の心に素直であれ。嘘をつくな・・・ということを前提に隊員を指導している。
・「ちかいとおきて」はボーイスカウトの目的をスカウト達が達成するための指針でありスカウトがスカウトであるための基盤である，これはスカウト達だけでなく指導者も同じことで指導する上で常に指導者が実践に務め，言葉だけでなく行動にて「ちかいとおきて」を感じさせ，理解させる様につとめているつもりである。
・スカウトハンドブックの進級科目にあるので，その際に話しあう程度である。スカウトが，ちょっとし　　た良いことや悪いことをしたときに，「ちかいとおきて」いわせる時もある。
・自分自身に嘘・偽りの無いこと。
・開会式，閉会式には，必ず「おきての唱和」を入れるようにします。今後は，その隊集会，班集会において，その日の活動がどんなおきての実践につながっているかを，閉会式で隊員に伝えようかと考えています。
・まず集合時に合唱。プログラム中に注意する対象としてちかいおきてを入れる。スカウツオウンの充実。
・毎日の生活の中で，自分自身をよくみなおしてみる。自分の行動が　どうであるか，常に考えていなさいと伝えています。
・在るべきもの。特に教えていない。

・スカウト活動の基本であり，活動に参加している時だけでなく，家庭でも…学校でも…部活動の時でも，　　　忘れずに実行する事が大切です。スカウト活動は，ハイキングやキャンプやロープワークを覚える事が目標ではなく，「ちかいとおきて」の心と行動が出来る大人になって行くことこそが，スカウトである君達の最大の目標です。月に一回程度しか会う事は出来ませんが，一ケ月間の家庭や学校で…どのくらいの「ちかいとおきて」の実行が出来たか？を話し合い･確認するために，いろいろな活動をしていると考えて下さい。活動に参加する事が一番良いけれど，部活などの行事で参加できなくても…その中で「ちかいとおきて」を実行していれば，立派にスカウト活動をしている事になります。それを忘れないように!!…と，スカウト達には話して聞かせています。（話の後半は，部活動やスポーツ少年団などで忙しく活動に参加できない事の多いスカウトの心を…ボーイ隊に繋ぎ止める為の内容ですが，外れてはいないものと考えています）
・自発活動のためにも「興味」をもたせる，やらせる。自分の為にすることが「人」の為（役立つ）になる。
　②「班制度」

　　・活動の基本は「班」であり，班長を中心に活動するように，班長会議や班集会を重視している。そのため，いつも負担をかけているグリーンバーには申し訳なく思っている。より基本に忠実に活動していければよいと思う。
　　・活動は班長を中心としたグループ（班）で行う。班のルールや決まりごとを作り，班員は班長指導のもと各々がそれを守ることで責任を果たす。 ＧＢや上級スカウトは下級スカウトの進歩・進級の支援を実施することで自身が精神的にも技術的にもスカウトスキルの成長につながる。班活動の中で各スカウトが自分の長所・短所を知り，それぞれのスカウト同志が教えあうことを勧めている。『教えることに熱意をもて，教えられることに謙虚であれ，教え教えられずして何も生まれてこない。（松下幸之助：日々のことばより）』これの繰り返しであること。

　　・年１回，上進入隊後すぐに「班制度」についてスカウトに説明。班長には班長訓練等で班長の心得等を指導。

　　・ボーイ隊の活動の基本は「班」であり，班長・次長を中心として活動していくべきであると考えているが，自隊では班長・次長がそのレベルに達していない（ＧＢ訓練の指導不足を感じている）
　　・リーダーシップを発揮できるグリーンバーを育てたいと考えているが，ＧＢ訓練が思うようにできていない。
　　・班長を中心に自分たちの班活動が楽しく，計画実行できるようグリーンバーには班制度の大切さを言い聞かせているのだが，なかなか大切さを理解していない。
　　・班の名誉や伝統を守る。他の班より上をゆくようにする。自分たちが劣っていたらその点を認め，よりよくなるように改める。班訓練で練習したことを披露する場である「隊集会」で，班の成果を発表する。後輩に先輩が指導する。成人指導者が教えるのではない。だから，自分がわからない点について，明確にし，グリーンバー訓練にて技能を補うように。以上のように指導しています。
　　・「ちかいとおきて」でも自らが積極的に数々の活動そして人々とかかわって気付かされることであるので，自分の班の役割を担うこと。一人一人が班を運営していかなければ活動は成り立たないことを，常にわからせ，自分が面白いと思えるような活動を作っていかなければならないことを意識させる。そして，班という小さな社会を成り立たせるためには，班長の存在の大切さ，大きさと共に自らのやるべきことをスカウトとして事あるごとに意識するようにする。
　　・ボーイ隊の人数は５名前後と少なく，スカウト在住地域も県内に広いこと及び部活等で全員出席もままならないことから，標準的な班制度の活動は難しい。同様に少人数のカブ，ビーバー隊と同日集会（活動内容は別）の合同開会式等では，班長の役割をさせているが，ボーイ隊単独では班体制とはなれないのが現状である。

　　・複数班で進歩や技術を競わせたいと思っているが，実際は人数が少なく単一班のためそれができない。

　　・異年齢の子供達の集団による助け合い，協調性など，指導の場，教わる場として有効である。社会生活の中で，異年齢構成は当たり前のことであり，先輩・後輩としての立場を理解させることは重要である。班集会を班長がしきるという場面を一日も早く見たい。

　　・スカウト各々が必ず担当するものを１つ持つ。その仕事（任務）がきちんとできたか確認する（何がどのようにできたか）。

　　・ＧＢに接するときは指導者よりの立場であることを意識させたコミュニケーションを取っている。ＧＢへ後輩スカウトの進級を一つの課題とすることでＧＢ自身のスキルUPも促す。２班以上での活動が可能なときには対抗意識が出るような活動を積極的に取り入れる。

　　・スーパー戦隊もののヒーローと相手にたとえて説明している。合体○○レンジャーはまさに班活動。

　　・スカウト活動の基本。優秀班章等しっかりし，年間での優秀班を決める。班での活動を行うのは当たり前のこと。
　　・スカウト活動の基本は班制度であると考え，班長に責任感を持たせるよう班集会や隊集会を実施している。
　　・班という中での人間関係（特に上下）が今絶対スカウトにとって必要だと思います。隊としてベンチャーも含めた班制度を現在取り組んでいます。
　　・できるだけ，班長，次長がリーダーシップをとって，班員のスカウトをまとめていくような体制をとるように心がけている。したがって，リーダーの指導は，なるべく班長や次長のみに行うようにし，班員には，班長，次長から伝達させている。
　　・基本的に人員不足なので，今のところ班長などに，自分の役割をどう自覚させればよいか苦慮しています。
　　・ＢＳ活動の基本であると認識している。１度班に入れたらなるべく班を変えない。女子班も置いている。今後の女子班の活動方針を模索中。

　　・異年齢の小集団(6~8人)で役割分担し自分の務めを果たし，ﾘｰﾀﾞｰｼｯﾌ≒ﾌﾚﾝﾄﾞｼｯｱを養う。また各班は互いに競い合いながら班を向上させていく。
　　・現在は少人数のためスカウト同士の団結は強い。

・進歩制度と並ぶ２つの柱の一つであり，ボーイ隊の活動の形として，特徴的なものである。たとえ参加人数が少なくても，班長がそろわなくても，できる限り，班の形をとるようにしている
・ＢＳ活動の中心となるユニットである。一人一人が役務を自覚しそれを全うするよう指導している。

・隊集会へのスカウトの参加率が悪くて班活動が難しい。

・班同士の競い合いで進歩させるので良いと考えているが，仲良しグループになってしまうのが実情である。
・班長を中心に１人１人の役割を明確に遂行する事により班は成り立ち活動ができる。諸事情によりプログラム実施に欠席するスカウトがいても班活動ができる計画を作成して実施し，欠席スカウトにも計画書・報告書等の作成にあたらせ班員としての自覚と責任を持たせている。　
・グリーンバーに対して，「班は君たちのものだから，君たちで班を動かしていいんだよ」と指導している。しかし，班集会については，場所やテーマなどを提供しないと動かないのも実態である。本来は，グリーンバーが隊集会に備え，準備・訓練・企画を行う場ではないかと思う。
・２つの班にて構成しており，核班長を中心に活動している。班長・次長が交代したときに，班のそれぞれの任務について説明して隊・班活動をしている。
・本来的には，昔の「ガキ大将」の遊びが組織化，理論付けされたものと考えます。「ガキ大将」に指揮をさせたいと常々思ってはいるのですが・・・。人数も少ないこともあり，仲良しグループになって上下関係がない，ところが問題あり。これをどう指導すべきか（必要の有無も含めて）困っています。　　
・基本の集団単位として考え，その中での仲間意識や自分の役割の自覚，他の班員への思いやり，協調性などが養えるようにと考えている。班長を中心とした行動とともに，班長が自分を鍛えられリーダーシップが更に養えるようにしたい。
・「役割分担」と「責任意識」
・班制度は班員の役割分担と班長のリーダーシップ，スカウト達の自分がなにをしなければならないか，自分がどのように班に貢献できるか，またリーダーシップを発揮するには自分がどうあるべきかを体験の中から得ることが出来る制度である。指導する場合班長を重要視し班の自治が保たれるようにしている。
・上手く機能すれば，大変よい制度だとおもう。現状では，班長，次長になる中学生が部活とぶつかり出

　席できないことが多く，制度として成り立たない状況である。常に小5,6年の訓練にあけくれているので，なんとか班制度の醍醐味をスカウトに味あわせてやりたいとも思うが，非常に難しい。
・目標としては，完全に独立し自治するもの。各班員はそれぞれ自分の役割を持ち，班員一人一人が自分のなすべき役割を全うすることにより班として機能する。現在は，中々そうはいかず試行錯誤中。
・班長・次長にリーダーシップを発揮させる場面としては，パトローリングが最もいいやり方です。特に班長・次長には，グリーンバー会議を通じて，リーダーシップとメンバーシップについて，落とし込みをおこなったところです。班員がきちんと自分の役務を自覚して，考えて行動するにはまず，班長・次長のリーダーシップが重要であることを伝えました。
・十分必要であると思いますが，現実的に班としての運営は難しい。上級スカウトを育てていないことが原因と思います。

・小集団活動により，そのグループ内での役割り，お互いの協力や，責任感を養うことができる。
・班長，次長にどう動いてもらうか。班員をどう動かしていくかを指示している。

・隊集会や班の会議･集会においては，班長を中心に据えて…役割と責任を伴った活動にしていますが，　　班の会議･集会は，スカウト達が多忙な事と指導者の対応キャパシティー不足により…単独の開催が困　　難な状況ですので，隊集会の前後に開催しているのが現状です。参加状況によっては正規の班構成が出来ずに…次長･次長補を当日班長に据えた…臨機応変な班による活動も実施しています。規定集に則した体制と活動が要求されるのは…充分に承知していますが，規定集のために…活動しているわけではありません｡子供達の置かれている現実を直視し，肯定(否定していても…始まらない)した中で，スカウト運動の最大の目標を忘れずに…｢やってみる｣「楽しくやる」「安全にやる」を基本方針にして活動しています。

・自覚と責任を持たせる。協調性の重要さも。
　③「進歩制度」

　　・スカウト自らが計画し，その目標に向かって努力するように指導していきたいと思う。自分が行ったことが評価され，その成果として記章が与えられ，次の目標に向かってさらに努力するよう手助けをしていけたらよいと思う。

　　・必須課目と選択課目があるが，小学生年代と中学生年代では理解の深さがことなるため，その年代でそれぞれの細目ができる・できないの結果で判断せず，挑戦しているスカウトの取り組み姿勢で評価する。基本的には個人の計画で進めることとしているが，スカウトの成長は個人差があるので，隊・班集会での活動状況を見て，ＧＢを介した個人指導も必要と考えている。

　　・進級とバッジの取得にスカウトが率先して積極的に取り組めるようにする。

　　・スカウト自身の自主性を呼び起こし，自ら積極的に課題に挑戦していくことが理想と思う。そのために，進級することに対する動機付けを与えるようにしている。

　　・自発的に目標に向かう計画性，実行力を身につけるように指導。
　　・自ら進んで課題を立てて計画実行するスカウトが残念ながらいないため，指導者のほうで課題を立てて実行させている。

　　・毎月の隊集会で１つずつターゲットバッジ（以下ＴＢ）を取得することを目標とすること。月間プログラムで取得する以外のＴＢについては，班集会などで班長が考査する。隊長サインを班長がサインすることのないように。進級については，各班のグリーンバーが責任をもって進級させるが，個人で計画を立てるように指導しています。
　　・スカウト活動が魅力あるもの，興味深い楽しいプログラムを展開しようと知恵や，下準備には力を入れる。しかし，進歩制度を展開しようとすると学校の宿題のようになったり，レポートを要領よく書き提出することにのみ奔走したり，各人の達成度に格差が出たり，義務的に行わなければならないという性格に陥りやすい。従って無理をせずにスカウト各人にあった励みとなれるような進歩制度を展開しようと思っている。
　　・隊集会への参加率も悪く，スカウト達の地域も離れている事から班集会も出来ない状態であり，基本的な訓練がなかなか出来ない状態。したがって進歩についても技能習得が遅くなっている。

　　・実際に役に立つ技術の習得を心がけている。ジャンボリー等の大きな大会への参加を目標に進級を奨励している。
　　・バッチシステムは，達成感を味わえるという良い方法である。進歩課目が，スカウトたちに魅力があるかないか不明なところもある。
　　・「進歩制度」の集会になりがちだが，できた達成感を味わってもらってから，自らができたことからの進歩と照らし合わせるよう，きっかけを与える努力をしている。進歩のための集会とならぬよう気をつけている。
　　・初級まではリーダー・ＧＢ・先輩スカウトからの指導で取得。２級以降の取得はスカウト達の自主性と個性に合わせ指導する。進級自体に興味がないスカウトヘある程度進級を促すが無理強いはしない。進級に興味があるスカウトには課題を与え進級をサポート
　　・やりたい事，面白そうなこと実行することで，ＰＤＣＡ回路を導入するための動機づけ，それを自分で成し遂げられた時の達成の裏付けと考えている（やる気を起こさせるきっかけ，自身をつけるための「賞」あるいは「証」あるいは「章」）。

　　・スカウトの技能にあったプログラムの誘導も指導者の義務。スキルも大切だが，何より班長，次長。グリーンバーの責務のためには進歩制度も大切だが，グリーンバーの役割をしっかりさせている。
　　・ターゲットバッジやマスターバッジ，そして1級章さらには菊章をスカウトが自発的に取得することを目指すようにスカウトのニーズを聞きながらプログラムを展開し，多くのスカウトが進級できるよう努めている。
　　・正直細かすぎてどう対応したらよいかわかりません。進歩重視ではなく普段の活動の中で進歩があてはまればそれに対応していきたい。
　　・隊集会のプログラムにも，できるだけ進級課題を取り入れるが，基本的には，個人で取り組みように指導している。
　　・スカウトが隊集会，班集会で何をやりたいのか，それが進歩性どの中で，どの項目に該当するか，考えさせながらプログラム作りの概念を作っていく作業から始めたい。
　　・旧制度に比べて昇級が容易。必修科目を決め，その項目をクリアしなければ級を出さないようにしている。本人のモチベーションを低下させないようにもしなければならない。
　　・年齢にあった知識･技能を身につけて，いつでも，人の役に立てるようにしておく「備えよつねに」
　　・毎回隊集会ごとに説明・チェックを行っている。
　　・スカウトのやる気を引き出す道具として活用している。内容を私なりに解釈して，タイミングよくバッチを渡し，進級させるようにしている
　　・自分がレベルアップすることによって，活動の幅・深みを増すことができるので，積極的に取り組むべきもの。意欲に個人差は大きいが，個人レベル（絶対的評価でなく）での進歩が達成されればよい。
　　・出席が悪いため思うように進められない。

　　・初級から菊章，ターゲットバッジに関して，必須の科目を習得することにより人間的に成長していくように設定されているのが進歩制度と考えている。（我々は指導のプロではないので）でなければ意味がないとも考えている。
　　・目的と目標を持って活動していけば自然とバッジはついてくるものだと指導している。また，トップ引きスカウトの存在を明確にして憧れを持たせる。…章チャレンジハイキング・キャンプについては実施していない。（その様なチャレンジ何とかを改めて必要としない活動が当たり前。と指導者スカウト共に認識している）
　　・スカウト自身が，目標を持って（漠然と，菊章とりたい程度も良い）もらいそれを実現するのには，何を，いつまでに行うかが感じられない場合が多い。現実は，隊集会でターゲットバッジ・進歩等を各スカウトに指示し，各スカウトが課目を行ってくる状態である。
　　・スカウトハンドブック等を活用し，進歩についてスカウトに説明して，実施している。
　　・親や先生以外の他人「隊長といえどもタダのオッサン」に認めてもらい，シルシを取得するのは，今も昔も変わらず子供も大人もうれしいもの。これがなくては，ボーイスカウトの訓練はできません。
　　・日々の努力が結果として現れるように支援している。特別なことではなく，日常生活の中で自分の得意とすることが見つかり自信がついていくことが大切。上進していくに従い後進の指導ができるようになることも目指したい。
　　・個人の好きな分野を問いかけ興味を持たせるようにしている。

　　・進歩制度はスカウト達のやる気と自信をはぐくむ制度で，けして取らせる物ではないと認識している，隊集会，その他の活動の中でスカウトをよく観察し評価するようにしている。また自発性を促すためにターゲットバッチなどを有効に活用している。
　　・スカウトハンドブックが，出来て非常にやりやすくなった。実技だけでなく調べることが明確人っていることで，苦手な分野もクリアーしやすくなったと思う。　それでも，スカウト経験のない隊長として　は進級の可否の判断に迷う。自隊の中だけで完結しているのであれば問題はないのですが，地区の他の団との兼ね合いを考えた時に，世の申としてどれはどのスキルが要求されているのかわからずに，判断に迷うことが多い。
　　・基本的には，スカウト活動の目標である『立派な社会人』になるための経験・スキルを得るための手段。　現在の進歩制度を考えた場合，いくつかの切り口が考えられる。その年代の子供たちが，大人に向かって成長していくにあたり必要またはできれば経験をして欲しいこと。スカウトとして経験を積んだり，スキルを修得して欲しいことなどがある。また，将来就く職業や趣味など彼らが大人になり充実した生活を送るためのきっかけとなれば・・という観点もあると思う。その切りロがターゲットのＡ～Ｇまでの各群に分かれており，それをバランスよく組み合わせレベルアップをしていくのが進級制度と思われる。ターゲットとマスターの関係については，目標到達までの進捗を段階的に反映させるものと理解している。
　　・隊員をボーイスカウト活動に目を向けさせる一つの手段として，上手に活用したいと思っています。　　また，スキルアップにも非常に役に立っています。ターゲットバッジ，マスターバッジ取得を常に意識　させることによって，進級も視野に入れて活動ができます。
　　・マスター，ターゲット各バッジの取得に関して，喜ばしい気持ちが薄れているように感じられます。上手に利用（運用）できればと工夫していますが。
　　・今の自分を少しでも　前へ進歩させるため，日々の努力，能力の向上をめざすうえで，バッジやシンボル，表彰などでスカウトへの意欲を高めるために大切な要素がある。
　　・魅力的なものに見えるようにする。

　　・スカウト達の向上心を刺激し，スカウト活動の継続に有効な制度である事を認識しています。しかし，当隊においては残念ながら…スカウト達の課題に対する取り組みへの喚起や支援が不足している状況です。すべては，集会や活動の開催･実施だけで精一杯になっている…指導者の力不足と怠慢が作っている結果で，与えれば…何でも吸収できるスカウト達に対して，申し訳なく思うばかりです。

　　・知識と技能を身につけ，できた喜びと達成感を味わう。興味を持ち体験することによってさらなる挑戦に臨む。
　④「日日の善行」

　　・難しいことは考えずに，家族や学校の友達と楽しく１日が過ごせるように努力する，そこから自然と「日日の善行」は生まれてくるから，意識しないように言っている。
　　・「ちかい」と「おきて」を常に意識し，実践することにより自然と行えることだと思う。それらを行うにはバックボーンとしての信仰が必要になってくると思う。

　　・周りを考えない自己満足の押し付けとなってはならない。意図してやることも大事だが，まずは，自分ができるちょっとした思いやりのこころで，小さな感動を与える。家庭の中から始め，自信がついたら学校，地域と広げる。そして，神と国へのつとめ，他の人々へのつとめ，自分へのつとめを考える。

　　・キーホルダー「日日の善行」の活用。集会での確認。

　　・特別な意識を持たず，「善い行いだから実行する」ことが自然にできるようにすることと考えている。

　　・どんなに小さい善行でもかまわない。毎日毎日の積み重ねが大切。

　　・「ちかいとおきて」と一緒で，普段の生活ではあまり気にかけていないようである。制服を着ていると少し違うように感じる。

　　・つねに善い行いができるようにそなえておくこと。善い行いをするには，小さな体では大変なので，体を鍛えておくこと。またボーイの技能も必要になるだろうから，日々練習すること。以上のように善行とそれにそなえることをセットにして指導しています。
　　・「ちかいとおきて」の実行と同じ事と考え対応している。
　　・隊集会等で話はするが，特にフォローはしていない。
　　・日常の生活の中で，悪いことはしない，何か人のためになることをするのを心がけるよう指導している。

　　・前隊長からは，何も聞いていなかったが，強化しているということをホームページで知った。集会の中で，モットーは「日日の善行」をアピールしよう。日日，何か人のために役立つことをしようということは，大きい，小さいに関わりなく大事なことである。

　　・口にしなくても心の中で「よかったぁー」と思えることが１つでもあれば，善いことを行うから良かったと本人が感じると思う。善行とは形ではなく本人の気持ちの問題であると思う。

　　・他の人（家族・地域・隊・班・仲間）の為に行動することを活動やゲームの中に取り入れ，自然と身に付くよう指導している。

　　・３つのつとめを「実行，継続」しようという心をいつも持つこと。

　　・隊長の話等で，意識付けの徹底・ＢＳ世代のスカウトは指導者をよく見ている。指導者が実践しないと説得力がない。
　　・日日の善行を意識せずとも行えるよう，活動の中で「善行とは何か」について考えさせるようにしている。
　　・毎日小さなこと（あいさつや身の回りのごみ拾いなど）でも良いことをしようとスカウトには指導しています。

　　・特に指導していません。
　　・小さなことでも良いので，課程でできる事から始めるよう促したい。
　　・ちかいとおきての実践として考えている。
　　・地域社会へ，親へ，友へ，動物へ，植物へ，仲間へ，全てのものにお返しをしよう。

　　・人のために何かすることが，自分も幸せになることだと思っている（巡りめぐって，自分に幸せが来るというのでなく，人の役にたつことそれ自身を幸せと感じる）。
そういうことを具体的に伝えたいと思っている。

　　・スカウトのスローガンであり，必ずすべきこと。ネッカチーフに結び目を入れて，実行したかを自己チェックするよう指導している。何が善行に当たるかを自覚していないスカウトもいるのは確か。

　　・一人一人は心得ているはず。

　　・特別，日日の善行として指導することはない。いろいろなシチュエーションにおいて何をすべきかというところで考えさせることが必要である。何か良いことをしなければならないという義務を押しつける様なやり方は正しくないと思う。
　　・ほんの小さなことでも良いから自分で善いと思ったことは勇気を持って行なうように指導している。スタイル的な部分では活動中はネッカチーフの端部を結び善行をした場合には解くということを説明した上で，常に末端を結ぶ事により善行とは１つ行なえばよいということではないと指導している。

　　・スカウトたちに，「日日の善行をしていますか」と問いかけると，「していない」との回答が返ってくるが，別の形で問いかけると，ちゃんと善行を行っている。「日々の善行」と言うと難しく構えてしまうので，ちかいにある「いつも他の人々をたすけます」の実践の一つが，「日々の善行」であると考える。
　　・スカウト運動のスロウガンとして捉え，日日の善行運動の主旨を説明し実行させている。
・善行とは何か，は多分に哲学的とも思える。自分自身で納得の行く説明に出会えていないかも知れない。
・これに関しては今悩んでいることのひとつ。善行の自覚をどういう風に子供たちに伝えるか簡単なようで難しい。団行事としての奉仕活動に参加させながら考えさせている。
・自分がしてほしいことを相手にしてやりなさいと指導している。
・スカウト達がいつどこでもスカウトである，「ちかいとおきて」を実践する，自分が社会においてどの様に貢献できるかを実感させるように指導しているつもりである。

・ほとんど触れていない。奉仕活動のときに，これだけではないもっと深い意味があるということもある

　が。

・いわゆる一日一善と同じことと考えている。自分で意識して善行を行うことからはじめ，それがいずれ

　当たり前となればベストと理解している。一般に言われているのが，活動日にチーフの先端を結び善行を行ったときに解くという方法でスカウトに紹介している。茨城では，議員連盟より贈られたキーホルダーを利用し制服着用時以外でも意識できる様展開している。

・ボーイ隊のスローガンではあるが，「日日の善行」を口に出して，活動はしていません。
・子供たちの行動には不可解な事を覚えることが多々あります。世間のルールについて“ことやかましく”言っていますが，常にスキンシップで接することが大切と思います。

・今日も一つ「いい事」を何かやる。自発活動のスローガンとして言葉どおり解釈している。
・頼まれなくても自ら進んで行動できる心身の訓練。

・活動中は，ついつい…忘れがちな｢日々の善行｣です。以前に配布された｢善行キーホルダー｣･‥活用する事なく机の中で眠っています。ただ…拡大解釈と言われそうですが，スカウト達には，『スカウト活動に参加する事…｢ちかいとおきて｣を実行する事…それ自体が，｢日日の善行｣になるんだよ』と話していますし，私自身が…そのように確信しています。
２．隊長が抱えている問題（アンケート設問５より集計）
　①スカウトのことについて

　　・部活が忙しく上級スカウトの参加が少ない

　　・女子の加入

　　・スカウト数が増えないので班対抗ができない

　　・班長をやりたいという自主性が出ない。目標人物がいない。

・スカウトが忙しすぎる（勉学・塾・部活動etc）
・年齢に応じた，精神性が感じられない（幼い）
・得意分野と不得意分野の差が激しい。
・女子スカウトが増加してきたこと。
・全体に覇気が少ない。（茶目っ気を持ったスカウトがいない＞＞人数が少ないせいか）
　　・口のきき方がなっていない。（先輩，後輩。目上に対して。＞＞学校の部活でもそうなのか？と問うとそうではない，とのこと。）＞＞なめられてるのか？

・グリーンバー訓練の実施タイミングの調整。
・しつけが十分されていない
・スカウトが少ないのに部活動や習い事が優先で何も予定がない時しか参加しない

・現在小６がゼロだったことが大きく影響していることに今気がついた。中１が後輩に指導できない。中１のレベルを上げる手だてをせねばならず困っている。

・中学時代は部活動中心で困っている。２泊３日の歓迎キャンプを開いても，日帰り・１泊のスカウトが大半。不参加もいる。上進した新入スカウトの手本とすべき者が足らない。

・スカウトは小学生時代は参加率が良くても，中学になったとたん，出席が悪くなる。部活を優先してかまわない，出てこられる時に出てくるようにと言っている。そのため班制度をやりたくても，班長がいない。グリーンバー訓練ができない。

・スカウトの自主性を育てること，スカウトの興味を引き出すこと

・スカウトの住んでいるところが広域で，親の送り迎えがないと来れなかったりする。
　　・スカウト同士の大切な時間が出来ていない
　　・最近，近隣の指導者で一泊訓練をして問題点を話し合った。解決したので今はそのことの実践。

　　・スカウト経験が皆無だったので，本来どのような活動をすべきか指導する知識を得る機会がなかったこと。ＷＢ研修所で，ある程度勉強することができたものの，スカウトたちがほぼ，同一の上進者なので，役割をどのように与えたらよいか適正を判断しにくい
　　・個々のスカウトの精神面についての対応がわからない。一般に悪い子と言われる行動をとるスカウトに対する対応。切り捨てるのは簡単だが，それはできない。その子一人にかかりっきりになるわけにも行かない。教育者ではないので，それらのスカウトに対する対処方法についての訓練は受けていない。

　　・ボーイ隊からの入隊スカウトとＢＶＳ・ＣＳからの上進スカウトとの格差

　　・受験を目指す６年生で，休隊している隊員がいる

　　・男性スカウトが少なく，女性スカウトが多くなっている。運営方法で命令系統，“すなおさ”など戸惑いがある。

　　・携帯電話の使用方法についての約束が守られないことが多い。

　　・班構成のバランスの悪さ。１７人中小５が８人。
　　・スカウト個々人の日々のスケジュールが詰まっており，土日を含めて活動時間が一致しない。上級（ＧＢ）の中学生が部活動の都合でフルに参加できない。保護者の都合でスカウトが集会に参加できないケースがある。
・小・中学生・‥共に，土曜・日曜の休日にも拘らず…学校や部活動やスポーツ少年団などに縛られた多忙な状況に置かれ，部活動やスポーツ少年団では，個人的に休む事が許されないような・‥汲々とした雰囲気が作られているようです。（見方を変えれば，相変わらず…とても日本的で，伝統的な体質です）活動に参加したくても…その雰囲気に勝てる「鈍感力」を持つ子供は少なく，要するに，参加率が悪いという事です。主要な集会で・‥70～80％程度，一般的な集会では60％程度。家庭での…生活に密着した諸々の「雑事を行う事」の上に「人の暮らし」が成り立つ事を知らず‥・教えず，そうした生きる基本から遊離して，楽チンで好きな事だけに関心を寄せる…浮かんだような環境の中で暮らす子供と，何でも先回りをして…子供のやるべき雑事を丸抱えしてしまう親達が増えてませんか？（「好きな」野球で頑張って・・・疲れて帰ってきたんだから，後の片付けはしなくていいよ。どうせ…やり直さなくちゃダメだし，お母さんの方が早くできるし～ってな感じの親達。）「こどもの生きる力」とか「こどもの生活力」とか・・・特別なプロジェクトが，特別に…企画されています。子供達の自立心は，特別でない‥・日常生活の雑事「小さな行い」の中で芽生えて育って行くものなのに。などなど…子供達の現状分析・考察をしてもキリがありません。創意工夫で…対処するだけの話です。「今を暮らしている子供」と「昔からの規範と価値観を追い求めるスカウト」が自然解離して行く状況の中で，スカウト運動に真筆に取組む・‥団や隊の悩みは，大きくなるばかりなのかも知れません。
　②指導者のこと

　　・人数は多いが参加できるリーダーが少ない

　　・夏キャンプに参加できるリーダーが少ない

・仕事の都合で活動に出る機械が制限されてしまう指導者が多い。
・研修会などに参加する時間がない。

・隊活動などの時には，仕事を遅くまでこなしているので身体的な疲労が重なっている。

・思い思い個人の考えがあり，指導者同士の理解度に差が生じることがある。

・指導者の年齢が高くなってきており，子供たちとの間に体力や感覚の無理が生じることがないかと不安になることがある。

・直接技術指導できる指導者には，子供たちと年齢差の少ない指導者がほしいと考えているが，団の中でリーダーまで育つスカウトを育て上げることができない。
・指導者のなり手がいない。（組織の硬直化/マンネリ化）
・３名の副長はいるが，明確に任務分担が出来ない。
・団内指導者のいろいろなスキルが著しく低下している感じである。
　　・定形外訓練の参加率も悪いし。（やはり世間並みには，家庭が一番大事だよね。）

・女子スカウト対応策として，女子リーダーを始めて入れたが指導の方向性が定まらず非常に迷いの生じた１年間であった。より明確な方法論の確立が求められる。登録上では十分な人数を確保できているが，実際の活動状況として特定の指導者が行なっている状況である，よって育成が急務である。
・担当プログラム外では，全く携わらなくてよいと思っている隊指導者が多く見られる。

・ボーイ隊はビーバー課程～ローバー課程の一貫したスカウト活動の一部であるという認識にかけている指導者が多いと思う。(カブ課程燃焼型)　

・スキル不足（技能面以外にも指導面で十分でない）
・ローバー→指導者という流れがなく，新メンバー獲得が極めて困難

・本団ＯＢはまだ若く，仕事を休んだり，スカウティングに休日を捧げるだけの余裕や心構えがない世代なので苦労している。ただ，今年度は大学生の力を通年でもらえるようになったので喜んでいる。
・実力，やる気があり，バランスのとれたリーダーが多く，よい状態。女子リーダーも４名いる。
・後継者が育てられない。次にバトンを渡せないでいる。
・指導者は教えるのではなく，叱るまではなく，諭すことの困難さについて

・奉仕の精神，青少年を育てる責任感を持って指導者になってくださる方を探して育てること

・副長の定型訓練参加が出来ていない。野営・野外活動に精通していない。自分自身長い間遠ざかっていたため，システムが変わってしまって驚いている。女子の加入で女性指導者を入れたが，ボーイ隊の活動をよく理解されていないことに驚いている。副長の指導育成が課題。

・全員で同じ方向を向いていない。なんとなくで指導している指導者がいる。忙しいが理由で出てこない指導者がいる。
・若い指導者が生まれてこない。みんなが活動に打ち込む時間に制約がある。研修所に行くためにさらに研修が必要となり，新規のリーダーに参加してもらいにくい。

・ＣＳ隊指導者との考え方の相違。例えば野営について，ＣＳ指導者は子供会や家族でもテントを張ってキャンプをしているので・・・とＣＳでも夏季に野営する。その結果ボーイに上進してくると，やはりきちんと張れない。張り綱の方向，ペグの打ち方，インナーとフライの接触など構造とか機能を説明せずに行っている証拠。同様に薪割り。安全エリアやナタを持つ手に軍手など，ボーイではサインをもらって初めてできる作業をなぜまともな指導もせずにＣＳで？　形だけ一歩二歩背伸びした活動をするのではなく，それぞれの課程で教育規定に基づいたその年代に合ったことをするのが本当だとおもう。

・スカウティングの一貫性・スパイラルになっていて繰り返しながらも徐々にスキルアップ（成長）していくというシステムが浸透していないための考え方のずれ。

・４人の副長のうちほぼ参加できる人が限られている。仕事との都合もあって負担をかけて申し訳なく思う。また，４人中１人が実修所，２人が研修所を修了しているので，今の活動に理解してもらってい本当に感謝している。

・原隊以外の隊指導者を兼務しているため，原隊スカウト指導者が限定される。日程の確定している活動に対して，業務の都合上，活動日直前まで指導者の動向が確定しない。

・他隊との交流が少ない。指導者間の集まりが少ない。

・兎に角，足りません。出来るものなら・・・サッカー選手のように，他の団からレンタルしたいくらいです。（そうしたシステムを検討しても良いのでは？と真剣に考えている今日此頃です）団運営にまで踏み込んで…保護者への講習会参加を含めた協力要請をしているだけでは，余りに内向的でしかないので，対外的に‥・指導者の募集や養成を実施している団の情報はありませんか？
　③プログラムのこと

　　・事前準備がなかなかできず直前までプログラムが決まらない

　　・基本に沿って，リーダー会議，ＧＢ訓練・会議，班会議・活動，隊集会を行いたいが，どれかが欠けてしまう。
・詳しくプログラム立案したいと常に考えているが，実行できないことが多い。

・スカウトが計画し実行して反省できるようにしたいが，時間を作ることが難しい。

・私自身も反省を込めて，プログラムのマンネリ化が感じられる。
・新しいこと（ツリークライミング等）をしたくても近くに指導してくれる方の情報がない。
・他隊とプログラムに関する情報交換の場があったらよい。（Webでも可）
・自分の経験した事柄から脱却できないため，長年やっているとマンネリになって自分自身がつまらない＝スカウトもつまらないのではないか，と常に不安に思う。

　　・上記に鑑み，保護者がどのように思っているか，常に気になる。＞＞＞ボランティアしていて鬱の状態になりそう。

　　・心を健やかに，のちかいに反するのか？

・スカウトのニーズはいろいろ引き出せるが，安全面を考慮するとなかなか実行する事が難しく実施してもスカウトが描いている活動とは温度差が出てしまう。
・マンネリ化

・スキルや情報，準備不足による内容の縮小化

・実施後のフォロー不足

　　・いざＴＢ取得のプログラムを組んでも，３つの項目を含むことができず渡せないことが多い。その点に甘さがある。結果としてせっかくやってきたのに評価されないことになり，スカウトが不満に思っているふしがある。
　　・スカウトは班集会プログラムを作成し，実行している。
　　・スカウトがプログラムを作り上げる力が育たない。結局いつもリーダーが作り，ワンパターンになりがち。

　　・スカウトに決めさせるが，ありきたりの項目どまりである。より具体的にどのように展開させると，もっとより興味あるプログラムになるか。スカウトには経験の足りなさ，創造力のなさを感じ，それをどのように引き出すかが問題。

　　・活動の長い団では，過去の経験からある程度のパターン化されたものがあるように聞いているが，当団はまだ日が浅いため毎年の定例プログラム（キャンプ等）以外は新規の立案であり，自分にスカウト経験がないこともあり苦労している。

　　・昨年少し副長としてお手伝いしたが，一泊二日の野営が毎月のように行われて，スカウトも集まらないので，メリハリのない集会となっていたと思う。班長訓練・会議を機能させ，班集会を隊集会の中でもできるようにしていくことで，プログラムへの参加意識を植え付けていき，参加率をあげていきたい。
　　・楽しくワクワクできているのだろうか。物がなくてもできるプログラム展開。ゲームのような考えるプログラム展開。
　　・プランがほとんど無視される団の空気である。（ほとんどすべての行事が出たとこ勝負）

　　・班長，班制度が十分確立されていないためスカウトたちが何をどうすれば，楽しいプログラム，有意義な活動にできるか理解するレベルにないこと。
　　・スタッフの数が少ないためできるプログラムが限られてしまうこと

　　・11，12，1月は団行事の為，隊独自のプログラムが組めない。

　　・わくわくするプログラムが必要なことはわかっているが，どのように組み立てたらよいかわからないし，やり遂げようとすると大きな負担がかかることがわかっているので逃げてしまう。また，活動時間の制約で，すぐに口が出てしまう。

　　・楽しそうだが危険か，安全か。

　　・スカウト達自身で活動してほしい（させたい）思いと安全性の兼ね合い。

　　・県連や地区からの要請行事が多すぎる。今年はねんりんピックもあった。

　　・スカウトの活動できる時間帯に合わせるとＰＭ８時以降となるため，全員そろっての班会議やＧＢ会議を実施する場合，一泊型で活動が深夜になってしまう。ＧＢ不在の活動で，小学生が主体となるため，自ら活動できず，直接指導者が指導することとなり，班制度による活動が不能となる。

　　・活動年度が９月から始まるが，９・１０月は地域・地区・他団体への奉仕など行事が重なり，カブ上進・入隊スカウトの指導・支援の時間が十分にとれない。

　　・「楽しいことにチャレンジする」という意識が薄れている。「楽な（手間のかからない）方」に考えてしまう傾向がある。
・数多くの要素がリンクする年間プログラムの企画・作成に，スカウトはどこまで関与・参画できるものなのでしょうか？　他のボーイ隊では…どのように計画されているのか？　進歩課目や選択課目（ターゲットバッジ）に対する取り組みへの喚起や支援を含む指導を，他のボーイ隊では…どのように対応しているのか？　指導者が多く…分担できる体制であれば，シッカリ対処できるのかなあ～とは思いますが。いずれにしても，他のボーイ隊の情報が欲しいものです。地区のラウンドテーブルが，こうした隊の「実務的な情報交換・共有」と「活動内容の中にある創意工夫の発見」の場（時間）になる事を願うばかりです。
　④研修・自己研鑽のこと

　　・研修は受けたいと思っているが，ボーイスカウトにかける時間をあまり長くはしたくない

・リーダー会議などのときに勉強会を少しずつ開くようにしているが，思い思いの考えがあり進まないことが多い。
・時間を作って研修会に参加したいが，この頃研修会が見つからない。

・リーダーに研修会に参加してもらいたいが，活動に出てくるだけで精一杯な状況であるため，あまり積極的に勧められない。

・研修日程を年間計画で告知してもらいたい。（原隊の活動とかち合い防止の為）
・ロープワーク等の技能については，レベルが落ちないように練習をしているが，自己流に陥っていないかが心配である
・隊の活動と，仕事に追われて時間がとれ無い。
・自分としてはいろいろな所に顔を出して研究しているつもりだが。
・本来，全てにおいて自己研鑽しなければならないが，各種委員会・チームに登録してしまうと定形外訓練等の研修に参加したい場合でも運営スタッフに回され諦めなければならない。手助けする事も自己研鑽であるが迷うところです。
・各自，自己責任で確立をすれば特に問題はないと思います。スキルについてはプログラム展開をアグレッシブルにできる隊は必要だと思う。

　　・できる限り行いたいが，時間がないのが現状。
　　・隊の活動に関することで精いっぱい。そこまで手が回らない。本当は隊長に一番必要なことなのだけれども，隊長をやっている間はできない。

　　・研修とはスカウト活動の基本事項を書籍で読んだり，ラウンドテーブルで培われる。が，定期的に無理なく実行できる意欲と時間が問題

　　・自己研鑽のように深く極めるより，自分自身の生き方・興味，そして自分らしさを磨くことのように思っている。そういう意味では大変さを感じている。

　　・いろんな研修に参加して，指導のノウハウを学びたい。（団事務局からの情報がなかったり遅れたりで参加できないことがある。）

　　・長い休暇を取りにくいので実修所にいきにくい。

　　・ＷＢ研修所の事前課題として野営法を行うことはいいことであり，地区でも定型外訓練を指導者講習会修了者のボーイ隊副長を対象に実施すると良い。

　　・隊内の指導者同士での評価反省が出来ていない。
　　・団全体に研修への意欲，時間的余裕がなく参加が低調である。

・この２・３年は仕事で土曜日が休めないため，定型外訓練に出られませんので，隊集会のみにしぼり活動している。

・団や地区の先輩の方々からいろいろお聞きしたり，その行動を観察したりするが身につかない。いろいろリーダー研修はあるが，自隊の活動で時間的制約がいっぱいな中，受けるのは非常に難しい。　
・団内で自分だけ研修所に多く行っており，他の人があまり行っていないため受けづらい。
・もっともっとスカウトの手本となるべく自己研鑽しなければならないと思う。定型外訓練も１年間のスケジュールを示してほしい。そうすればその日程・内容を選び，参加し易くなる。いつも１ヶ月前くらいに案内がくるので日程調整が難しい。

・仕事を優先せざるを得ず，まとまった時間の確保が難しい。

・永遠のテーマでは…？
スカウト運動における研修・研鏡についての情報提供と支援は，地区及びコミッショナーが担う重要な課題ではないかと思います。その熱意に応えるのが，我々指導者の責務になるわけ…ですね。批評するとか…されるとかの関係でなく，みんなで手取り足取り助け合って…一緒に進んでいく雰囲気が出来上がるといいですね。
　⑤団・地区の組織のこと

・スカウト数の減少。
・ボーイ隊に入隊してくれるスカウトがいない。（カブからの上進者のみ）
・団は，構成地域が新興住宅地で今後２０年程度でみれば過疎地区になると思われる。即ち，高齢化が急速に進んでおり，団委員，指導者ともに高齢化が進み新陳代謝しない。日本政府の過疎対策に期待するしかない

・コミッショナーグループの意見の統一をして欲しい(特に進歩制度)
・地区奉仕メンバーがどのような場合でも同じようなメンバーである

・地区コミッショナーにもっと現場を見て現況認識をして欲しい

・上進スカウトの指導が不十分。現状では上進を勧めにくい。

・連携してプログラム活動などにも生かしていければいいと思う。
　　・以前は「原隊活動の足かせ」のような気がした。調査や半ば強制の訓練があったので。私も年がいくとともに地区役員になり，地区主催のプログラムで各隊にいろいろ理解してもらおうと考えるようになった。以前の私のように感じている方がいるかもしれない。主旨が理解できないと，仰る人への対応は難しい。心労が多い。
　　・つくば１～３団での連絡会が必要。

　　・団も人手不足のようだが，次々にリーダーが交代できる体制作りに手を尽くしている。

　　・ボーイ隊だけの集まりではなく，横のつながりを団・地区で行うのに，もっと気楽に簡単にはどうしたらと思う。

　　・団委員と隊指導者の役割分担が出来ていない。

　　・地区コミＧで学んだことを伝えてほしい。

　　・地区間の交流が少ないこと

　　・団の運営がまとまらないために資金面が困難

　　・スカウトに十分な活動補助ができていない（けがや県連行事への参加費・交通費）

　　・運営や活動が個人の技量に依存し，特定の人に負担がかかりすぎるのではないかと心配である。しかし，強制的に割り当てても上手く運営できない。

　　・地区内での決定事項が本当にスカウトのためを思ってなのか？　現場の状況を理解しているのか疑問
　　・原隊優先となるため，地区役員としての仕事がおろそかになっている。

　　・高齢化していませんか。いろいろと課題が出されます。責任の所在，連絡先不明確・・・，どこを見れば判るのか。インターネット？　誰にTELする？

　　・同じ人がいろいろな役を兼務するのはよくないと思う。組織の小さい団の負担を軽くし，組織の大きな団が補助すべきだと思う。

　　・地区による団・隊訪問が実施されるが，他団・隊の訪問結果で広く紹介すべき事項などの報告がない。

　　・会議日程の連絡が遅く，日程調整ができない。地区行事や他団体行事の詳細内容の連絡が遅い。スカウト・保護者への連絡が遅れ原隊へのクレームにつながってしまう。
　　・県連盟・地区それぞれの試案で行事が計画され，行事直前で原隊活動が振り回される。

　　・参加可能な指導者が少ない（２～３人）ため，団会議・団委員会が回数的にかなり少ない。地区は頑張っていると思う。

　　・スカウトの増員にしても…指導者の増員強化にしても…。スカウト活動の内容充実にしても…団組織の確立・充実が求められます。指導者を巻き込んで…只今，進化発展中の当団ですから問題や悩みは尽きませんが，ケッコウ・‥良くなって来ているように思います（手前味噌ですが…）。とは言え，より一層の・・・地区のご理解とご支援を頂かねばならない状況である事は承知しております。
　⑥人間関係のこと

・いろいろな人がいて，いろいろな考えがあって，それに子どもたちが接することでいろいろなことを学んでいくのだと思う。いろいろな考えがあるけれど，人はそれぞれ違うのだということをリーダーも理解した上でお互いに尊重して人間関係を作り上げていけるようになれたらと思う。
・保護者との信頼関係構築が難しい。
・特に，集会で（団，隊）で気付くところを指摘してしまうため，周囲と温度差が大きくなっている気がする。（指導者たちの段取りが著しくよくない。ボーイスカウトの「そなえよつねに」が無い。いつも段取りしている人に頼ってしまっている。＞＞これでいいのかと思ってしまう。）

・皆さん仕事をしている中で，この活動しているという事をお互いにわかっていただきたい。
・大人なのだからいろいろな対応や付き合い方でやればいいと思う。

・地区，団において，年代のバランスが取れているのでうまくいっていると思う。以前のように，自分のオヤジ世代がいないことが精神的に楽である。オヤジは「なぜ俺の言うことが聞けないのか」とつっこんでくる。論駁すればいいのだろうが，そういった能力に欠けていて無理だった。今は楽になった。

・ボーイスカウトなんてやらなければこんな嫌な思いもせずにすんだのに，と悩んだこともありましたが，幸い今は人間関係に恵まれ，楽しく活動しています。

・スカウト活動は利害関係もなく，上下関係もなく，近隣社会のようにいつも顔を突き合わせていなければならない社会でもない。従ってわがままが言いやすい。気をつけたい。

・自己改善に努めないと，団，特に親との温度差が大きく，孤立，あるいは誤解，反目を生みやすい状況にある。

・いろいろ，慕ってくれる指導者の先輩方・後輩がいるので問題はない。

・保護者を含めたスカウト活動にしたいと思い，負担にならない程度に親睦を重ねられればとおもっています。

・リーダー同士の意思疎通がうまくとれていない。ボーイ隊長として自分自身の特色をどう出したらよいか不安。

・大人が集まればしょうがないことかもしれないが，まとまったリーダーの転団やまたそれの阻止行動などを見るとボーイスカウト活動そのものについて考えてしまう。

・業務の都合上平日でも深夜に及ぶことが多く，隊運営・スカウトの指導など指導者間のコミニケーションの時間がとれない。
　⑦その他
・ボーイスカウト活動が，一般の方に理解されていないのではないか？
・カブ隊で野営？（カブに於いて野営は無いのでは？）を行なっている隊より上進してきたスカウトに多く言えることですが，テントの安全で快適な設営・徹営が全くできていません，中途半端な指導をやめて欲しいです。もしテント設営・徹営をするのであるのであれば十分経験と知識を持った指導者が行なって欲しいです。指導にあたった隊長自らテントを地面の上を引きずるようなことが無いようにお願いしたい。
・何の為のアンケートだか主旨がよくわからない。資料作って参考にするためだけなら活動に生かせるとは思えない。（各団で諸事情は違うし，環境も違う）
・青少年活動においては，先輩の力が大きい。力とは指導と存在と両方である。しかしながら，現状はといえば，部活動が優先だ。私は学校に勤務しているので，「部活動」とスカウテイングとの格差が目に見えてしまい，それが解せない。生徒の生活指導において部活が必要なのはわかる。校務運営上，学校行事において生徒の力を借りるには，部活の規律正しさが必要だ，ということもわかる。さらに，高校入試において部活動経験者は5ポイント上乗せされるというメリットも大きいだろう。しかしよく考えれば，部活は教師対生徒の関係が根本にあるのに対し，スカウテイングは指導についても運営についてもスカウトが主だ。自立・自尊という面においては部活よりも何歩も先に行っている。いつまでも生徒を自立させず，教師が面倒をみる，または教師の手から離さないという現状はいかがなものだろうか。部活を指導する教師の処遇についても差がある。毎日の指導，勤務時間内の顧問会議出席という時間的優遇，それに指導手当と会議・大会参加の出張旅費・日当までが支給される金銭的優遇。信仰奨励に主眼を置いている団体に所属していながら誠に浅ましく，自分に腹立たしい限りだが，どうしても解せないので一筆啓上させて項いた。スカウテイングを信じてさえいれば何にも動ずることはないし，金のためにスカウテイングをやっているわけではないので，現状を受け入れるしかない。願いは，スカウトたちが社会をよくすることに前向きになって，このうすら汚れた社会を明るくする，その中心人物になってもらうことだ。
・前回のジャンボリーに関して，初訓練後にスカウトをやめた者１名，ジャンボリー参加時に「お前は足手まといのよけい者」と言われＶＳへの上進をやめた者１名。２名ともビーバースカウトより上進してきたスカウトで，最後に口にしたのはボーイスカウトへの不信感であった。指導法の違いかもしれないが，私は目と手（指先）だけでスカウトを動かす指導はしていなかったのが一因かも？　一人はジャンボリー訓練後に除隊したが，ＰＴＳＤ様の症状で通院を行っている。兄が前々回ジャンボリー参加スカウトのため，非常にジャンボリーにあこがれていたスカウトであった。また，それ以降受験に対しての意欲を失い，受験に失敗している。私は指導者としてこのことを決して忘れないようにしようと思う。当然，１４ＮＪ時の地区指導者のやり方を聞きＣＳからの上進をやめる者が多数出た。平成19年度は上進率０％であった。
・アンケート調査を行われることが非常に多い。それにしてはその結果をフィードバックしていただいたことが全くない。こんな事をするより，スカウト活動の基本・応用・具体策について情報を定期的に流してほしい。
・対スカウトと本気で取り組んでいるのだから，担当コミもきちんとやってほしい。

・地域の人，スカウトと同じ年代の子供たち，学校の先生などへボーイスカウトの活動内容の周知・理解が出来ていない。そのためスカウトが積極的に活動できなくなることがある。

・入隊のきっかけが口コミくらいしかない。町の広報で隊員募集しても，そもそもボーイスカウト活動の内容が周知・理解されていないので効果が得られない。
・日本ジャンボリー，県キャンポリー，地区キャンポリー等夏行われる行事の日時をお盆休みにしてもらいたい。仕事の休暇と同じにしてほしい。

・時間があれば，うまく活動している団に体験入団したい。リーダーが集まってのレクチャーより新鮮で効果があるような気がする。特に，班活動が成り立たない場合の活動方法。同じ地区内の団は，地区や県キャンポリーで観察できるが他地区についてはほとんど機会がない。特に自隊から知らない親父リーダーには必要とおもう。

・保護者のボーイスカウト活動に対する意識を的確につかみ，活動に参加してもらう方法は？

・スカウトハウスの近くに野営場がほしい。現在はスカウトハウス近くの公園で野営している。スカウトハウスが近いのでスカウト主体の活動はしやすいが，女子もいるので就寝中も緊張を強いられる。

・スカウト人口の減少により，今後も必要な人員の確保が難しくなると予想されます。標準的な隊となるため，近くの団との統合も必要だと思いますが，どうすればいいでしょう。

・定型外訓練も各地区へ県連から講師を派遣して，統一的な訓練が受けられるとよいと思う。（地区が主体となるものと，県連が主体となるものに分ける）

・今回のアンケート結果を公表し，どのようにしていくのか，どのようになったのかを回答した隊長に戻してほしい。ラウンドテーブルで話し合う場も欲しい。

・原隊の活動は日中，団・地区の所用は休日夕方なので，家庭のコミニケーション不足となる。
隊活動アンケート


集計結果


【2007年9月実施】





コミッショナーグループ：ボーイスカウト部門








